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研究成果の概要（和文）：　日本国内では所蔵を全く確認することができなかった戦前の中国農村調査報告書類
とりわけ日本語文献を北京市の中国農業大学図書館、北京師範大学図書館、北京大学図書館、北京図書館、中国
社会科学院経済研究所資料室・近代史研究所資料室などにおいて、研究分担者および研究協力者（大学院生を含
む）の協力を得ることによって組織的かつ網羅的に収集することができた。
　また、中国各地の農村を訪問して聞き取った内容を本研究代表者と本研究分担者が中国農村調査報告書として
所属する大学の紀要などに掲載した。2014年と2016年には山東省・雲南省・湖北省の農村において副次的調査を
実施した。

研究成果の概要（英文）： We researched the text of North China villages in China Agricultural 
University Library,Beijing Normal University Library,Peiking University Library,National Library of 
China,Institute of Economics Chinese Academy of Social sciences,Institute of Modern History Chinese 
Academy of Scial Sciences by the cooperation of the partners.
 The other hand,we researched the villages in North China,and published the report of North China 
villages in Shnaxi Province. 

研究分野：経済史

キーワード： 中国農村社会
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究代表者は、科学研究費助成事業・基
盤研究（B）（一般）平成 17－19年度「中国
内陸地域における農村変革の歴史的研究」
（研究代表者：三谷孝）と科学研究費助成事
業・基盤研究（A）（海外学術調査）平成 22
－26年度「近現代中国農村における環境ガバ
ナンスと伝統社会に関する史的研究」（研究
代表者：内山雅生）に研究分担者として参加
して華北農村において聞き取り調査を実施
してきた。その経験を踏まえて、近現代中国
華北農村社会に関する研究蓄積を継承・発展
させていくことを目指して本研究が本格的
に始動した。 
また、本研究分担者の協力を得ながら、若
手研究者や大学院生を中国農村調査に積極
的に参加させて組織的な中国農村訪問聞き
取り調査の成果を次世代へ継承させること
を意識していた。そして、山西大学中国社会
史研究中心に加えて河北大学歴史学系と共
同研究を実施することになった。さらに、機
会があれば、華北以外の農村を訪問・参観し
て比較検討することによって、華北農村社会
の特質をより一層明確にすることを期待し
ていた。 
 
２．研究の目的 
本研究の最大の研究目的は、中国側の大学
や研究機関（中国農業大学図書館密排楼、北
京大学図書館、北京師範大学図書館、北京図
書館まど）の協力・支援を得て行う文献資料
調査と農村訪問聞き取り調査によって、近現
代中国農村社会の特質を明らかにし、近現代
中国農村社会経済史像を再構築することに
あった。 
 
３．研究の方法 
本研究の方法は、歴史的文献資料に基づく
実証史学研究と農村聞き取り調査というフ
ィールドワークを融合させたものである。主
要には北京市内において中国農業大学図書
館や中国社会科学院経済研究所資料室・近代
史研究所資料室などで徹底的かつ網羅的な
日本語文献資料に関する調査を組織的に行
うとともに、河北大学歴史学院や山西大学中
国社会史研究中心の全面的な協力・支援を得
て河北省と山西省各地の複数の農村におい
て老人（現幹部・老幹部を含む）に対して聞
き取り調査を行うものだった。 
 
４．研究成果 
(１)文献資料の収集 
日本では所蔵を確認することができな
かった戦前の中国農村調査報告書類（日本
語文献資料）を北京市の中国農業大学図書
館、北京師範大学図書館、北京大学図書館、
中国社会科学院経済研究所資料室・近代史
研究所資料室、北京図書館などにおいて研
究分担者・研究協力者（大学院生を含む）
の協力を得ることによって組織的かつ網

羅的に収集することができた。 
 
(２)農村調査報告書の作成 
中国各地の農村を訪問して聞き取った
内容を本研究代表者と本研究分担者が中
国農村調査報告書として所属する大学の
紀要などに掲載した（後掲の〔雑誌論文〕
[２][４][８][12][15][18][20][22][23][24] 
[25][27][28][29][33][35][37][38][40][42]を
参照）。 
 
(３)副次的農村調査の実施 
①2014 年９月、山東省農村を参観して老幹
部や老人に話を聞くことができた（後掲
の〔雑誌論文〕[22]を参照）。 
②2016 年９月、雲南省昆明市の近隣市農村
を参観して葉煙草生産農家に話を聞く
ことができた（後掲の〔雑誌論文〕[２]
を参照）。 

 
(４)予備的農村調査の実施 
2016年10月と2017年５月には華中師範
大学中国農村研究院の協力・支援を得て湖
北省農村を参観して現村幹部や老人に話
を聞くことができた。 
 
(５)明らかになった点 
華北を中心とする近現代中国農村社会
の特質は、日本農村と比較すると、村境を
超えた人（労働者、学生、商人、雑業就労
者など）・物・情報（技術を含む）・資金な
どの流動性が非常に高いことにある。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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